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中間領域 にあ る とい う状態は,カ フ カの存 在の あ り方,及 び彼の文 学の あ り
方の基本形 をな して い る。世紀 末の プラハに生 まれ た この詩人の伝記 的事実 が
す でに様 々な生活領 域 におけ る彼の 中間存 在 を示 してい るこ とは,K.Wagen-
bachやG.Andersの指摘す るところで あ る。 例 えばAndersは(す でに様
々な論文 で何度 も引用 され た箇 所 であ るが)カ フカ を一個 の 「異邦人 」 であ る
と して,次 の よ うに述 べてい る。 『かれは,ユ ダヤ入 と してキ リス ト教 的世界
に完全 には ぞ くしてい なか った。宗教的 に インデ ィフ ェ レソ ト(無関心主義的)
なユ ダヤ人 として とい うの は,か れは,根 源的 に インデ ィフ ェ レソ トだ っ
た一 ユ ダヤ人 に も完全 には ぞ くしてい なか つた。 ドイツ語使用者 として チ ェ
コ人 に も完全 には ぞ くしてい なか った し,ド イツ語 を話 すユ ダヤ人 としてボヘ
ミア ・ドイツ人 に も完 全 には ぞ くしてい なか った。 ボヘ ミア人 と して オース ト
リアに も全的には ぞ くしてい なか った。労 働者災害保険局の役人 として市民階
級 に も完全 には ぞ くしてい なか った し,市 民の息子 として労働者階級 に も完全
には ぞ くしてい な か った。 また,官 庁 に もぞ くしてい なか った。 とい うのは,
自分 を作家 だ と感 じてい たか ら。 しか し,ま た作家 で もなか った。 と い う の
は,か れは,か れの 力を家庭 の ために犠牲 に してい たか ら。 しか し,「ぼ くは,
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ぼ くの家庭のなかで他人 よ りもな おい っそ う他人の ように暮 らしている」』 と。
カフカは温 か く生 き生 きとした共同体 と禁欲的な孤独 との間で,信 仰 と不信,
希望 と絶望 との聞で,彼 岸 と此岸,生 と死の間で絶 えず揺れ動 く。
彼の作品中の多 くの人物 も作者 と同様の中間領域に定住 してい る。この意味
で,っ ま りカフカは 自分の状況 を観察 し,そ れを忠実に描写 した と い う意 味
で,た とえ彼の作品がどれほ ど幻想的に見 えよ うとも,彼 は リア リズムの信奉
者なのである。彼 が書いた もの が奇異 に,夢 の ように,あ るいは非現実的に見
えるとすれば,そ れは彼の生活 自体 がすでにそ うだ ったの で あ る。 カフカは
『日記』 にこ うしるしてい る。 「生 きている問は人生に決着 をつけることをし
ない人間は,片 手 を使 って 自分 の運命 にふ りかかる絶望 を少 しば か り防 いでい
るのであ り,そ れはほ とん ど成功 しないが,し かしもう一方の手で,彼 が瓦礫
の下に見てい る もの を集め ることはで きるの だ。なぜな ら,彼 は他の人 び とと
は別な もの を,そ して他の人 々よりは よ く見 ているか らだ。 それに して もやは
'り
,彼 は生 きなが らに して死んでい るのであ り,生 まれ たときか らの生 き残 り
なのだ。……」.(T545)
ところで,」.B.Honeggerは生 と死の境界地帯 に定住 した り,あ るk・は少な
くともそれが意味 してい る危険 と対決 してい る,そ の最 もは づき りした例 とし
て,『墓守 り』と 『猟 師グラフス』を挙 げ,両 作品 をひ とつの章 で まとめて論 じ
(2)
てい る。 『墓守 り』 を概観す るために,Honcggerの論 を緩用すれば,年 老い
た墓守 りはフ リー ドリヒ霊 園(死 の領域)と それ をと りま く城 の庭(生の領域)
との境界に配置 されて お り,昼 は誰 も城の庭 から霊 園へ入 らぬ よ う,逆 に夜 は
生者の もとへ戻 ろ うとす る死者 たちを庭へ入 れぬ ように監視す る任務 を与 えら
れてい る。そ して夜毎の死者 たちとの格闘に よって墓 守 りはひ ど く疲労 して㌔、・
る。一見す るとこの墓守 りは,生 と死の中間領域 で持 ちこたえるよ う運命づ け
られてい るカフカその人の代理人の よ うに思 われ る。だが,墓 守 りの任務は公
爵,つ まり生者の委託に よる任務であ り,墓 守 りは生 か らも死 か らも締 めだ さ
れてい ると感 じてい ない こ とに よって,こ の ような印象は誤 ってお り,そ うで
はな くて公爵 こそがカフカの存在のあ り方 を具現 してい ると彼は分 析 し てい
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る。公爵は一方では統治にたず さわ り,彼 の権 力の基礎 を固め よ うとしてい る
が,他 方では,こ の墓 守 りに加 えて,も う一人の番人 を霊 園の中に配置 しよ う
と考 えてい ることかち分 るように,過 去 や死の領 域に も深 ぐかかわ り,こ の領
域の危険性 を十分 に察知 してい る。霊園の監視の強化 が本 当に必要 であるこ と
を自分 自身 と周 囲の人 々に納得 させ るために,公 爵は墓守 りを招喚 したのであ
るが,彼 から話 を聞 くにつれて当初の意 に反 して次第に この領域の魔 力の中へ
引 き込 まれて しまう。以上の よ うに公爵は,や っと今,生 の領域 か ら遠 ざ か
り,生 と死の中間領域の虜にな りかけてい る人物 なのである。そ して 『猟師 グ
ラフス'』の主人公 は 「最終的 な故郷 喪失者,関 係喪失者」 なの である。
この拙論 も当初は 『墓守 り」 と 「猟師 グラフス』 を比較検討する予定 であっ
た。だが 『グラフス』 を読 んでい るうちに,む しろ 『バ ケツ騎手』 との 内 容
上,表 現上の共通点に気づ き始 めた。な るほ ど 『バケツ騎手』には先 の両作品
におけ るほ ど直接的な表現では 「生 と死」は あらわれてい ない。石炭 を得 るた
÷
めに空 っぽの石炭 バケツに乗 り,空 を飛 んで石炭屋へ助 け を求めにい くとい う
構想 は,子 供の童話 さなが ら空想 じみてお り,ほ ほえ ましくさ.え思われ,到 底
『墓守 り』や 『グラフス』 ほ ど深刻 な話ではない とい う印象が ある か も し れ
ぬ。だが,こ こに も>ichdarfdochnichterfrieren・<とい う表現 があ り,主
人 公が今手に入 れねばな らない石炭 は,ち ょうど断食芸人に とっての食物 と同
じようにこの状況下では彼 の生死に決定的な意味 をもつ ものであ り,明 らかに
生 と死 のモチーフはここに も存在 してい るので ある。
拙論では,ま ず 『猟師 グラフス』 を検討 し,そ の あとで共通点 を探 しながら
「バケツ騎手』 を論 じていこ うと思 う。 この二作品は ともに原文で数頁の小品
(3)
で あ り,成 立時期 も1916年か ら1917年にかけての ことであ り,両 者の比較 は突










冒頭 では,リ ー ヴ ァ市の港の,の どかな日常的光景 が描写 され る・ 「桟橋」
(4)
「記念碑」 「噴泉」 とい った実在の リーヴ ァ市 を彷彿 させ る建 造物 に,「少年」




間 の 基 本 的 な タ イ プ を代 表 して い る よ うに 」 見 え る。 そ してsitzen,spielen,
lesen,fUllen,liegen,hinausblicken,sehen,schlummernとい った 一 連 の 状 態
め 動 詞 が,こ の 場 面 を こ との ほ か 静 的 な もの に して い る。 読 者 は ま るで は りぼ
て の 舞 台 装 置 を観 客 と して 目で 追 って い くか の よ うだ 。







だが,こ の小舟 こそ,こ れは後 になって よ うや く判 明す るのだが,死 んだ猟
師 グラフス をのせて,天 上 と地上の聞 を永遠 に漂 う,別 な世界 か らの訪間者な
のだ。「この世の 日常的な空間への,他 者の神秘的 な侵入」は実 に見事 になされ
る。そ.れは 「時 を表す従属文に よ って始 め られ るのではな く,切 れ 目を強調す




とも非現実 ともつかぬ,ギ リギ リg)比喩文によって完壁におこなわれる。舟が
到着 して しま うと運動は一度に活発になる。青い上 っ張 りを着 た男が上陸 し,
ロー プを輪に通す。銀 ボタンのついた黒 づほい上衣 を着たふた りの男が,担 架
を運び出す。 その上に横たわる一人の人聞にかけられてい る 「絹布」は何 とも
奇妙だ。>eingro6esblumengemustertes,gefranstesSeidentuch《とは,明
らかに女物であり,十 分に人 目をひ きつけるはずの ものである。注意深い者な
らば別 な世界 からの訪問者 をか ぎつ けられたかもしれない。
だが,上 陸 したこの胡散臭い一行に関心 を払 う者は誰 もいない。彼 らと日常
世界 との関係喪失は>niemand《とい う語 が三度反復 されることによ≡ てとく





ふた りの担 ぎ手が,低 いが細身の柱でかこまれた門のなかに姿 を消すの を,
ひ とりの男の子 が窓 をあけ,ち ょうど目撃す るが,ま たいそいで窓 をしめて し
ま う。ひ ょっとす るとこの子 も遅ればせなが ら,後 に出て くる五十人の二列縦
隊に加わろ うとしたのか もしれぬ。担架 を運ぶ一行 をあたか も隔離す るかの よ
うに,門 もしめられ る。す ると,そ れ まで鐘楼の まわ りをとびまわ っていた鳩
の群れが,家 の まえにお りてきて,餌 がこの家のなかにた くわえてあるかの よ
うに,門 のまえに集 まって くる。こ の 比 喩 文 》aIswerdeimHauseihre
Nahrungaufbewahrt<も,おそ らく猟師の小舟の日常世界への侵入 と同 じ意
味 をもってい るのであろ う。っま り,こ の鳩の群れ もこの世の ものではな く、
それ らも運 びこまれた猟師 を追 って,・日常世界の中へ舞いこんだのである。 と




わ め て鳩 ら し か らぬ 行 動 をす るの で あ る。 この 行 動 は,.『村 医 者 』 の 豚 小 屋 か
ら出現 した,こ の 世 な らぬ 二 頭 の 馬 が 患 者 の 部 屋 の 窓 か らの ぞ き こ む の と よ く
似 て い る。 しか も,こ の 鳩 に も,先 の 「絹 布 」 を修 飾 す る三 つ の 形 容 詞 と同様
に,や は り三 つ の 奇 妙 な形 容 詞 が付 され て い る。 即 ち,>Eswarenhellfarbige
Wohlgepfiegte,lebhafteTiere<と。 鳩 た ち は,1生 と死 の 間 を漂 う小 船 の 船 頭
'の妻(彼 女 は 船 頭 を ひ き とめ
,'胸に子 供 を抱 い て い る と こ ろ か ら そ う思、わ れ る)
に よ って養 わ れ て お り,市 長 に先 触 れ した 一 匹 は 「に わ と り ぐ らい の 大 き さ」
'だ
った の で あ'る。 「 ∴'
南 国 の 港 の の ど か な 情 景 は,シ ル ク ハ ッ トに 喪 章 を ま き つ け た 一 人 の 男 の 登






男 は,あ た りの 様 子 を注 意 深 く うか が う。 どん な こ とで も気 に な る ら し か っ
た 。 片 隅 の 汚 物 に 顔 を し か め,階 殿 上 の 果 物 の 皮 を ス テ ッ キの 先 で 払 い お と
す 。 彼 こ そ,こ の こ と も後 で 判 明 す る仕 組 に な って い るの だ が,当 地 リー ヴ ァの
市 長 な の で あ る。 町 の 汚 れ に注 意 を払 い,清 潔 に 保 と うとす る行 為 は,市 長 と
して の 職 務 の な せ る業 で あ ろ う。 表 面 的 に は そ う読 め そ うで あ る。 だ が,こ の
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市 長 に 面 談 を 求 め て い る 男,猟 師 の 方 は 彼 と は 対 照 的 に 汚 れ て い るの だ 。>Ich
liegeaufeinerHOIZpr三tSChe,'habeesiStkein、ゾergnUgen,miChZU
betrachteneillschmutzigesTotenhemdall,HaarundBart,grauund
scbwarz・gehtunentsvirrbardurcheinander,…… 《 従 って,市 長 の 潔 癖 は 日常
世 界 と猟 師 の 非 日常 的 な世 界 と を鮮 か に き,わだ た せ る機 能 を帯 び て い る。』カ フ
カ は 『審 判 』 で も同様 の 手 法 を用 い て い る。 即 ち,上 流 階 級 に 位 置 す る ヨ ー ゼ
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フ ・Kと不潔な屋根裏部屋に遍在す る裁判所世界の対比 を。t
市長は,例 の家の まえ'まで来 ると,門 の扉 をノヅクする。す ると,す ぐに門
があいて,五 十人ばか りの少年た ちが,長 い廊下に二列縦隊 をつ くって,お 辞
儀 をす る。 これ ももう少 し後にな って分 ることなのだが,この場面は 〉,Morgen
kommt'dertoteJtigerGracchus,empfangeihnimNamenderStadt.`<と
い う鳩 に よる伝言 を市長 が忠実に実行 した結果 であろ う。出迎 えたのは,奇 妙
な ことにみな子供ば か りで,市 長の外 には一人の大人 もいない。舟の入港の際
と同様 に,こ こで も大人た ちの無関心が示 されてい る。 それ とは逆に,子 供た
ちは運 びこまれた男にひ どく興味 を抱いてい るように見 える。披 らは男 を見 よ
うと,船 頭 と市長の後につづ き,追 い払われ るまで部屋の外に勢 ぞろい してい
たので ある。猟師 に対 す る大人たちの無関心 と,子 供 たおの興味 と い う対 比
(8)
は,『グラフス』断 片によ って説明 され る。「この小篇のすべ ての前提 がふ りi落
(9)
とされ,完 全 に詩 を断念 し,対 話 として,つ ま り ドラマの一場面 として」物語
られてい る 『断片』では,猟 師の対話相手は世間の人 々が猟師に関 して無知で
ある理 由をこ う説明 してい る。 「……このみ じかい人生 では,自 分 と自分の家
族 に世間なみの暮 らしをさせ ることだけで もう手い っぱいなんです よ。猟師グ
ラフスは,た いへん興味 ある人物 であるけれ ども……だれだ って,彼 の ことを
考 えた り,い ろいろ調べ まわ った り,ま してや心配 してや った りす る暇なんか
あ りは しません。 ……(249f.)」っ まり,大 人た ちは 誰 もが生活 に追われて お.
り,い わば生の真只 中にい る。だか らこそ彼 らは死(猟 師)と い う生 を混乱 さ
せ,脅 す もの を閉め出そ うとす るのである。それに対 して子供 たちは生活に追
われ る必要 がな く,生 と死 とい う両領域 を自由に出入 りで きるのであろ う。 こ
の小篇の異稿のひ とつである 「屋根 裏部屋にて」で も,「 百年以上にわた って
で きたが らくた道具が積み あげられ,大 人では もう手探 りもで きな くな ってい
た」屋根裏部屋 で 「埃 まみ れの猟 師ぐ ンス」 を発見す るのはやは り子供 たちな
のである。類似の例はf変 身』に も見出され うる。 この主人公 も変身す ること
に よって,い わば 「死んではい るが,あ る程度生 きて もい る」猟師 と同様の状
況に陥 るのであるが,彼 の世話 をす るのは,ヴ ァイオ リンを弾 き,き れいな服
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を着 て,朝 遅 くまで眠 ってい る,ま だ十七歳のほんの子供,つ ま り家族 の中で
唯一職業生活か ら免れてい る嫌なのである。
市長が猟師の額に手をあて,ひ ざまずいてお祈 りを始めると,船頭は担ぎ手
に部屋 を出るよう合図する。彼 らは外の子供たちを追い払 う。すると今度は市
長自身が船頭にも出てい くようそれとな く促す。こうして 「静かなうえに もさ
(1の
らに静 まりかえ ったとき」 「死者 と生者の対話が始」 まる。 ここで市長 が昨晩
の鳩の先 触れを口にす る時,こ れ までの事象 が一気 に連 が りあい,緊 張 が一度
に高め られ る。 つま り,担 架で運ばれた男は死んだ猟師 であるこ と,帽 子 に喪
章 を着 けていた紳 士は市長であ り,喪 章は猟師のためであ ったこと,不 思議 な
鳩の群はこの世の ものでない こ と,五 十人 もの少年たちは猟師 を出迎 えるため
の ものであ ったこ とな どである。 とくに担架の男が死 者であるこ とは,冒 頭 か
らこの男のこ とがすでに何度か言及 されていながら,対 話が始 まる直前 まで巧
み に隠 されっづけてい る。即 ち 〉……Erlagbewegungslos,scheinbaratemlos
initgeschlossenenAugenda,trotzdemdeutetenurdieUmgebungan,daβ
esvielleichteinToterwar《とo
猟 師 は 先 触 れ の 鳩 を飛 ば してい た に も か か わ らず,最 初 は 市 長 の こ とが 分 ら
ず 》Werbistdu?〈と尋 ね る。 そ して,そ うす る理 由 を次 の よ うに説 明 す る。
>lchwuBteesja,HerrBUrgermeister,aberimerstenAugenblickhabe
ichimmerallesvergessen,allesgehtmirinderRundeundesistbesser,
ichfrage,auchwennichallesxVeitS.……<猟 師 は 何 で も知 って い る くせ に
最 初 の うち は何 も彼 も忘 れ て し ま ってい る 。 こ の 忘 却 は ひ とつ に は住 み な れ た
水 上 か ら,な じみ の ない 陸 上 へ の 移 行 時 の シ ョ ッ クに よ って 説 明 され うる。 あ
るい は また,眠 りか ら 目覚 め へ の 移 行 時 の 不 適 応 と して も説 明 され え よ う。 先
触 れ の 鳩 が 市 長 の も とに飛 ん で きたの は 「夜 中 」 の こ とで あ る。 猟 師 の 舟 が水
上 を漂 うの は 「夜 」 の こ とで あ り,朝 に は 陸 地 の 近 くに い る こ とは,猟 師 に よ
って 説 明 され る。>Julia,dieFraudesBootsfUhrers,klopftundbringtmir
zumeinerBahredasMorgengetranledesLandes、dessenKUstewirgerade
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befahren.〈あ るい は 次 の よ う に も 》… …DurcheineLukederSeitenwand
kommtdiewarmeLuftdersUdlichenNaehtundichhむredasWasseran
diealteBarkeschlagen.<才うそらく猟師は一 日の中で も水上 と陸の生活 を繰
り返 してい るのだろ う。だか らこそ彼は 日常世界 とは無縁な存在で あ りなが ら
世 間の ことを何で もよ く知 ってい るのだ。水 と陸 との間の反復 は また,天 上 と
地上 との聞の反復 で もあ る。彼は天国の門に限 りな く近づ くが,い つ もあと一
歩の ところで再 び地⊥の水の上にいる小舟で眼 を覚 ますの だ。猟師の忘却 は水
と陸,天 と地 とい う二つの両極間 を彼の小舟'が反 転する時に生 じるのである。
猟師は 「黒森地方でアル プスか もしか を追い かけてい る最中に崖 か ら落 ち
て」死んだ と語 る。 「・…・・獲物 を追い かけていて転落 し,あ る谷間で出血多量
で」・死 んだのである。 この小篇では猟師の死 につい てはこれ以上何 も語 られな
い。 しか し,『 断片』では 「アルプスかもしかの やつがわ しを誘惑 さえ しなか
ったな らば いつ まで もすば らしい猟師の生活 を送れ た ところだが,ア ルプ
スか もしかのやつが誘惑 しやが った」 とある。 『アメ リカ』の カールや 「村 医
者』の医者 同様 に,猟 師の悲運の始 めに も誘惑がある。だが,問 題 はここにあ
るのではない。つ まり猟師 は自分 が死んだ こ と を 全然悔 やんでいないばか り









彼 は こ れ ま で の 猟 師 の 生 活 に き っ ぱ り と 別 れ を 告 げ,小 舟 が 彼 を彼 岸 へ 運 ん
で くれ る と い う喜 び に 胸 を 一 杯 に し て 待 って い る 。 真 の 不 運 は そ の 時 に 生 じ
る 。 猟 師 の 話 に 聞 き入 る 市 長 も思 わ ず>EinschlimmesSchicksal《と言 葉 を
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も ら し,>rbitabwehrenderhobenerHand<と防 衛 的 な 仕 事 を す る ほ ど だ 。 そ
し て>Und,SietragengarkeineSchulddaran?<と 尋 ね る 。
猟 師 は 祝 福 さ れ た 自 分 の 職 業,か つ て の 自 分 の 名 声 を 根 拠 に 自分 の 責 任 を 回
避 し,何 の 根 拠 も 示 さ ず,た っ た 一 言 「船 頭 」 の せ い だ と 言 う 。 だ が,こ れ は
お そ ら く,自 分 の 小 舟 が 永 遠 に 漂 流 す る こ と に な っ た 原 因 を先 に こ う説 明 し て




meinKahnseitherdieirdischenGewasserbefahrt.……<し か し船 頭 に 起 因
す る 理 由 を い くつ 挙 げ た と こ ろ で,そ れ で 猟 師 自 身 の 責 任 が す っ か り払 拭 さ れ
た わ け で は な い 。 猟 師 は 相 手 か ら 否 定 的 な 返 事 を も ら え る こ と を期 待 し な ヵミら
次 の よ う に 尋 ね る が,そ こ に は そ の 期 待 を上 回 る 不 安 が 顔 を の ぞ か せ て い る よ





こ の 問 い に 対 し て 市 長 は 一 応 猟 師 の 期 待 通 りの 返 事 を す る が,そ れ は>lch
binnichtberufen,daszuentscheiden《と条 件 .を付 し た 上 で の こ と な の で あ
る 。 こ の よ う に 猟 師 の 悲 運 の 原 因 は 猟 師 個 人 に あ る の か,あ る い は も は や 人 間
の 力.の及 ば な い 何 か に あ る の か,こ こ で は 未 解 決 の ま ま に さ れ て い る 。
'猟 師に と
って 「天 国の門」 は救いであ る。彼 が常にその上 を動いてい る 「は
て しもない ほど広 くて大 きい階段」は,確 実にその門へ と通 じてい る。だが,
ど うい うわ けか その寸前 で再び地上の水の上に もどって しま うのは,す でに述
べ た通'り'である。'だが,地 上 もまた猟師 に とってはひ とっの救いな'ので あ ろ
う。 だ'からこそ彼は リ・一 ヴ ァの市長に大仰 な先触れ を与 え,彼 に面談 を中込
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ん だ の で あ る。 この 世 が救 い で あ る こ とは>Salvatore《(救済 者)と い う市 長
の 名 が(た とえ 市 長 が どん な に 無 力 で あ る と して も)暗 示 し て い る6ま た対 話





猟 師 に と って 耐 えが た い の は,従 って,彼 岸 に も此 岸 に も定 住 で きず に その
中 間領 域 に い つ まで む漂 って い る こ とな の で あ る。 彼 は 自分 あ 相 手 が 市 長 で あ
る こ と を確 認 し,ご く簡 単 に 自 己 紹 介 を済 ます と,た だ ち に>Glauben"Sie
aber,HerrBttrgermeister,da6▲chinRiVableibdnsoll?<と話 を切 り出 す 。
そ れ は 何 と お だ や か な 問 い か け で あ る こ とだ ろ う。 決 して 滞 在 許 可 を求 め'ると
'か
,頼 む とい う もの で は な く痴 ま る で ほ ん の つ い で に 説 い て み た だ け とい った
ふ うだ 。 一 方,そ れ に 対 す る市 長 の 答'えとそ れ に続 く問 い は その 職 掌 柄 い か に
も気 真 面 目な もの で あ る。>Daskannichnochnichtsagen,SindSietod?<
こ の よ うな 市 長 の 姿 勢 は 「死 者 に は,滞 在 を許 可 す るわ け に は い か な い と思 え 、
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る か ら で あ る 。 市 長 は,・絶 対 多 数 の 生 者 あ 側 か ら話 し て 」 い る か ら な の で あ
る 。 市 長 に と っ て 幸 い な こ と に は,猟 師 は 物 語 っ た 話 の もの す ご さ に も か か わ
ら ず,生 者 に 対 し て 寛 大 で あ り,色 よ い 返 答 な ど最 初 か ら期 待 し て い な い よ う












生の只中にある人 に とっては,生 と死 の中間領域 に住 む猟師の存在は,公 爵
に とっての幽霊たちと同様 に,混 乱 と無秩序 とい う危険 を意味 してい るのであ
る。冒頭における港の人 々の猟師に対す る無関心 も理 由の ない ことではない。
だが猟師の方は 自分の危険性 も,そ れに対す る人 々の防御本能 も十分 に承知 し
てい るように見 える。彼 は 「わた しを助 けてやろ うな どと考 えるこ と自体がひ
とつの病気で あって,そ れこそベ ッ ドに寝 て養生 しな くてはな りません」 と言
ってい る。彼 は 自分 を助 けようとしない生者 を少 しも責めた り,恨 んだ りして
い ない。 そもそ も生者 には彼 を助 けることな ど二重三重に不可能 なの だ。
助 けを求め るべ き猟師がそ うす ることをせず,ま た助 けを求 め られたはずの
市長はこの件に関 して全 く無力で あるので,こ の対話は何 とも絶望的 な色彩 を
帯びて しまう。 つ まり>GlaubenSieaber,HerrBUrgermeister,daBichin
Rivableibensoll?<とい う猟師の問いで始 められた対話は,結 局 》Undnun
gedenkenSiebeiunsinRivazubleiben～<とい う市長の 「形 式的 な,お そ
ら くは また不安 な」問いにゆ きつ き,》lchgedenkenicht.<とい う相手の心中
を何 も彼 も読み とってい るかの ような猟師の返答で終 了する。 その間,市 長 は
なるほどこの未知の世界 からの客人 を手厚 く迎 えるが,彼 個人 を極力,自 分の
官職の背後 に押 し殺 し,そ こから一渉 も踏みだそ うとは しないので ある。
猟師は最後にこれ から先の 自分の運命 を語 るが,そ こには もはや漂泊の原因
をつ きとめ よ うとす る意志 は微塵 もな く,た だ ままな らぬ 自分の運命 に対す る




では次に 『バケツ騎手』 を検討 してみよ う。 まず その書 き出 し で あ る が,
「石炭」 から始 まって,「石炭バケツ」「シ ャベル」 「ス トー ブ」 を経 て,「部屋」
全体 の 印象,次 いで窓の外へ,最 後に 「空」へ と語 り手は身近な対象 から次第
に遠 くの対象へ言及 してい く。 だが この描写 も 『グラフス』の 冒頭 部 と 同 様
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に,何 か ら何 ま で細 密 に描 き尽 くそ う とす る作 者 の 意 図 は うか が え ない 。 む し
ろ描 写 の 対 象 とそ れ に 費 す 言 葉 は 最 小 限 に と どめ て お き,そ れ で い て そ の 場 面
の 雰 囲 気 を最 大 限 に 描 出 し よ う とす る意 図 が 感 じ られ る。 『バ ケ ツ騎 手 』 は 次
の よ うに始 め られ る。>VerbrauchtalleKohle;IeerderKubel;sinnlosdie
Schaufe1;KalteatmendderOfen;dasZimmervollgeblasenvonFrost;
vordemFensterBtiumestarrimReif;derHimmel,einsilbernesSchild
gegenden,dervollihmHilfewill.・・… 《 形 容 詞 を文 頭 に 置 く倒 置 法 に よ っ
て,そ の 意 味 は強 調 され,し か も定 動 詞 は ひ とつ残 らず 省 か れ て い る。 『グ ラ
フ ス』 で は 状 態 の 動 詞 の 連 続 使 用 に よ って 「静 的 な」 場 面 を作 り出 し て い た
が,こ こ で は それ を通 り越 して,い か に も寒 さに 凍 て つ い た 「凝 固 の 」 印 象 を
生 じ させ て お り,次 に続 く最 初 の 完 全 な文>Ichmu6Kohlehabenべ は ます
ます 強 調 され て い る。 これ が,「 私 」 の 出発 の 状 況 で あ る。 従 って,物 語 の 最
初 か らす で に 中 間 領 域 に あ る猟 師 と 「私 」 の 状 況 は 明 ら か に 異 な っ て い る。
「私 」 の 状 況 は,こ れ か ら よ うや く未 知 の 領 域 へ の りだ そ う と して い る点 で,
む しろ 『墓 守 り」 の 公 爵 の 状 況 と同 一一・一で あ る。
その よ うな わ け で,『 グ ラフ ス』 で は 小 舟 の 入 港 とい う出 来 事 に よ って,日
常 世 界 へ の 未 知 な る他 者 の 侵 入 が 生 じ るの で あ る が,『 バ ケ ツ騎 手』 で は 逆 に
「私 」 は 日常 世 界 か ら未 知 の 世 界 へ 脱 出 して ゆ こ う とす る。 侵 入 に せ よ脱 出 に
せ よ,こ こ で 二 つの 別 な世 界 が交 差 す るわ け だ が,一 方 で はalsobの 比 喩 文
に よ って交 差 の シ ョ ッ クは ほ とん ど感 じ られ ぬ ほ ど に和 らげ られ,他 方 で も類




とい う文 に よ って 。 こ こ で は,空 は 銀 の 楯 で あ る かの よ うに 思 わ れ るの で さ え
な く,銀 の 楯 そ の もの に な って い る。 飛 翔 す る石 炭 バ ケ ツ は 路 駄 の 比 喩 文 に よ
一って(そ れ は 比 喩 文 と さ え 言 え ぬ か も しれ ぬ)極 め て 自然 に>Reittier<に変 身
し,こ う して 未 知 の 領 域 へ 向 か うた め の 道 具 が そ う と気 付 か ぬ 問 に と との う。
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「私 」 は こ ご え死 ぬ わ け に は い か な い の で,猟 師 が 市 長 に 面 談 を求 め たの と
同様 に,石 炭 屋 に 救 い を求 め ね ば な らぬ 。 即 ち>ichdarfdochnichterfrieren;
hintermirdererbarmungsloseOfen,vormirderHimmelebenso,
infolgedessenmuBichscharfzwischendurchreitenundinderMittebeim
KohlenhlindlerHilfesuchen.〈「私 」 の 背 後 に あ る非 常 な ス トー ブ,「 私 」 の 前
方 に は 同 じ く非 常 な 空,そ して その 中 間 に 石 炭 屋 が あ る。 この 地 勢 図 が まず 猟
師 の 場 合 と よ く似 て い る。 猟 師 は 天 国 の 門 と死 の 国 の い ちば ん 地 底 との 聞 を漂
泊 しつ づ け て い る。 彼 が 救 い を求 め る リー ヴ ァ市 は,そ の 中 間 に あ るの で あ ろ
う。 ま た小 舟 と石 炭 バ ケ ツ の 運 動 の 仕 方 も よ く似 て い る。 バ ケ ツ は 「階 段 を下
り」 「下 まで 着 く と上 昇 し」 「しば しば 二 階 の 高 さ ま で も ち あ げ られ 」 るの だ 。
どちらの作品でも救い を求める者 と求められる者の対話がその主要部分 をな
(12)
し て い る 。 「私 」 は 自 分 の 目的 を達 成 す る た め に 願 い を 質 量 共 に 最 小 限 に す る 。
》einwehngKohle《,》umeineSchaufelvollbitteich.〈,>eineSchaufelvon
derschlechtesten《と い う具 合 に 。 支 払 い 方 法 も ま た く り か え し伝 え ら れ る 。
>Sobald三chkann,bezahleich's;《,〉… …eineKundschaft,treuergeben,
nuraugenblicklichmittellos《,》ichbezahlesienatUrlichvoll,abernicht
91eich,nichtgleich・《 と 。 猟 師 に は,こ の よ うな 日 的 達 成 の た め の 執 拗 な 努 力
(13)
が 見 られ な い か も しれ ぬ 。 だ が,彼 は 「大 昔 に」 死 ん で 以 来,ず っ と漂 泊 生 活
を続 け て い るの で,事 情 が よ く分 って い るの で あ る。 それ で も大 声 で助 け を求
め た い 気 持 は,「 私j同 様 に ま だ残 ってい る。 即 ち,二 度 目の 引用 に な る が
>Dasweiβichundschreiealsonicht,∬nHilfeherbeizurufen,selbstwenn
ichi!1Augenblickellunleherrschttvieichbin,zumBeispielgerade
jetztsehrstarkdarandenke《救 済 の 可 能 性 を眼 前 に して い る彼 らの 思 い
は 根 本 に おい て は 何 ら変 わ る と こ ろ が ない の だ 。 猟 師 は 今 リー ヴ ァ市 に お り,
「私 」 は 石 炭 屋 の 前 に い る。 だ が,こ ん な に 目標 近 くに お りな が ら二 つ の 世 界
に は 橋 は架 け られ る こ とは な い 。
'彼 らの 対 話 相 手
,つ ま り市 長 と石 炭 屋 の お かみ の 姿 勢 に も共 通 点 が あ る よ う
に 思 わ れ る。 市 長 は,猟 師 の リー ヴ ァ市 滞 在 とい う願 い を知 って い な が ら,自
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分 の 職 務 の 枠 か ら出 よ うと しな い 。 石 炭 屋 の お かみ も,空 中 に 浮 か ぶ バ ケ ツ を
見 上 げ,「 私 」 の 救 い を求 め る声 を 聞 く。 市 長 は 相 手 が死 者 で あ るこ と を何 度
か確 認 す る。 即 ち>SindSietot?<あるい は 》UndSiehabenkeine皿Teil
amJenseits?<と。 お か み は>lchbezahlesienaturlichvoll,abernicht
gleich,nichtgleich.〈とい うF私」の 嘆 願 の 声 を聞 く。 市 長 の 確 認 は,死 者 に は
滞 在 を許 可 す るわ け に は い か ない とい う論 理 に基 づ く もの で あ っ た 。 自分 自身
を も含 め た りー ヴ ァ市 民 に 不 安 と混 乱 を もた らす や も知 れ ぬ 死 者 に は ど う して
も滞 在 許 可 は 出 せ な い とい うわ け だ 。 お か み に して も同 様 に金 を もた な い 者 に
は 石 炭 は 売 れ な い の で あ ろ う。 「私 」 の 声 を聞 き,階 段 を⊥ が って い こ う とす ・
る石 炭 屋 の 主 人 を押 し と どめ る,お かみ の 論 拠 は>Erinneredichandeinen
schwerenHustenheutenacht.AberfUreinGeschiiftundseiesauch
nureineingebild・te・・vergitStd・F・au・ndKindUnd・pfe・stdeiqeL・Pgen・
Ichgehe.<とい う もの で あ る。 こ こ で は 「市 民 」 の 代 わ りに 「妻 と子 」 が(石
炭 屋 の 「肺 」 まで もが)方 便 と して 利 用 さ れ てい る。 市 長 に と って のil∫民 と,
家 長 に と ら て の 妻 と子 は け だ し同 じ もの で あ ろ う。..
両 作 品 の 結 末 は と りわ け よ く似 て い る。 単 に形 象 の 類 似 性 だ け で な く,語 の
選 択 も同 一 な の で あ る。 『グ ラフ ス』 の 結 末 で は>MeinKahnistohneSteuer,
erf員hrtmitdemWind,derindenunterstenRe.aionendesTodesbl註stく
とな って い た 。 一ー－L方『バ ケ ツ騎 手 』 は こ うで あ る。〉… …Unddamitsteigeich
indieRegiolieiederEisgebirgeundverlieremichaufNimmerwiedersehen<
石 炭 バ ケ ツ は 「氷 の 山 々が そ び え る あ た リへ の ぼ って 」 い き,一 方 猟 師 の 小 舟
は 「死 の 国 の い ちば ん 地 底 を吹 い て い る風 の まに ま に流 され て 」 い く。 一 方 は
(14)
酷寒の地へ上昇 し,他 方は南国の地底へ下降するとい う相異はあるが,舵 もな
く風 とともに流 されてい く小舟 と,把 手がつい てい るだけで,お かみのエプロ
(15)
ンに よってあっさりと吹 きとば され てしま う石炭バケツ とい う形象には共通性
がある。 しか も小舟 もバケツ もこれ を最後 にもう二度 と戻 って くることは ない
のである。
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生 と死の中間領域にあり,本当の生 も本 当の死も知らぬ諸人物の,生 の只中
にいる人 々に対する心情はそれぞれ異な っている。 『墓守 り』の公爵は,周 囲
の人 々の制止にもかかわらず,自 から生 と死の境界領域ぺのめ りこんでい く。
(16)
『バケツ騎手』の 「私」は,明 らかに救いを拒んだ者 を憎悪 しつつ姿を消す。
『猟師グラフス』の猟師は,た とえ市長がどれほど無力であるとして も,彼 を
恨まず,自 分の運命に諦念を抱いている。 『グラフス』断片の猟師は,万人が
知 っているはずの自分のことに無知な対話相手に怒 りを隠さない。このような









Kafkas,輌n:Kafka-Symposion,Mlinchen(DTV)1969,S.64.同書 に よれ ば,
DcrJtigerGracchusJanuar/Mai1917,DerKtibelreiterJanuar/Februar
1917,ちな み にDerGruftwLdchterWinter1916/17とな っ てい る。
(4)Binder,Har亡mut:1(afkaKommentarzusamtlichenErztihlunge皿.
Mtinchen〈Winkler)1975,S.197f.冒頭 で 言 及 され る 「einDenkmaldes
sljbelschwingendenHelden」は,Bjnderの 実 証 的 な 研 究 に よれ ば,「1916
年 まで リー ヴ ァ市 の 港 の 広 場 に 立 って い た立 像 で,そ れ は 橋 や 船 乗 りの 守 護 神
で あ る聖 ヨ ハ ンネ ス ・ネ ボ ム ク を表 わ して お り」 「ネ ポ ム クの 上 げ られ た 右 手
の 中 の 十 字 架 像 は,あ る一 定 の 視 角 か らで は,力 を こ め て 振 りあ げ られ た サ ー
ベ ル と して 誤 解 され うる」 との こ とで あ る が,r失 練 者 』 冒 頭 に お け る,自 由
の 女 神 像 も実 際の 姿 とは 異 な り,剣 を振 りあげ て い る 。従 って,カ フカ は何 ら
かの 意 味 を こめ て,意 識 的 に 立 像 の 形 姿 を変 え たの で あ ろ う。 猟 師は 結 局 リー
ヴ ァ市 に 迎 え 入 れ ら るこ とは な く,カ ー ル ・ロ ス マ ンを ア メ リカで 待 ち うけ る
運 命 も苦 しい 一 連 の 体 験で あ った 。 ど ち らの 剣 も,そ れ ぞれ の 場 所 で 主 人 公 を






『猟 師 グ ラ フ ス』 の 初 期 草 稿 と見 られ る,こ の 記 述 で は,猟 師 ば か りで な く,








(12)正 確 に言 え ば,rバ ケ ツ騎 手』 で は善 意 の 石炭 屋 の 主 人 と,悪 意 の その お か み
と 「私 」 との 三人 の 会 話 で あ り,市 長 と猟 師 との 二 人 き りの 対 話 とは 異 な るか
も しれ ぬ 。 だ が 市 長 は,石 炭 屋 の 主 人 とお か み の 性 質 を兼 ね 備 え てい る人物 の
よ うに 見 え る。 とい うの も,助 け を求 め る 者 を拒 む 彼 の 論 拠 は,あ とで 述 べ る
よ うに,お か み の 論 拠 と何 ら変 わ る とこ ろ が な い よ うに思 わ れ るか らで あ る。
r猟師 グ ラ フス断 片 』 で は,猟 師 は 自分 の こ とに 無 知 な 対 話 相 手 に こ う言 って
い る。 「… … ひ とつ は だ な,き み は わ しに つい て 知 って い る こ と をわ ざ と隠 し
て,な に や ら底 意 を抱 い て い る 。 … …で,も うひ とつ の 可 能 性 だが,き み は わ
しの 話 を ほ か の 話 と混 同 して い るた めに,ほ ん と うに わ しの こ と を思 い だせ な
い と思 い こ ん で い る。 … … 」
(13)『 断片 』 で は,猟 師 は 「紀 元 四 世 紀 ご ろ」 に 猟 を してい た と あ る。
(14)例 えば,『 判 決』 の 友 人 は 寒 い ロ シ アの 地 へ 移 住 した 。 『流 刑 地 に て 』 の 士 官 は
熱 帯 の 島 で 旧 制 度 の 維 持 に努 め る。 気 候 は な るほ ど正 反 対 で あ るが,人 を寄 せ
つ け ない,孤 独 の 地 とい う点 で,や は り共 通 性 は あ るの だ 。
(15)Scholz,Ingeborg:a.a.O.,S.24f.参照 。 こ こで は,カ フカ文 学 に おい て,
年 老 い た女 の もつ特 別 な 意 味 と権 力機 能 の こ とが 語 ら れ て い る。 『審 判 』 と
『弁 護 人 』 に 登 場 す る,エ プ ロ ンを した 老 女 が ひ き あい に 出 され て い る 。 バ ケ
ツ騎 手 を破 滅 させ るの は,ひ とつ に は石 炭 バ ケ ツの 軽 さ,抵 抗 力 の な さ,即
ち,彼 自 身の 弱 さの 感 情 で あ るが,も うひ とつ に は,石 炭 屋 の お か み の 力 で あ
る 。彼 女 の 落 ち着 き払 うた ゆ る ぎな さ は超 克 不 可 能 な の で あ る。
(16)Emrich,Wilhelm:FranzKafka.Frankfurta.M.(Athenaum)1970,S.
112f.エム リヒに よれ ば,『 バ ケ ツ騎手 』 に は な お あ とに 続 く部 分 が あ った そ
うで あ る 。 「この 作 品 は 『プ ラ ハ新 聞 』 に 縮 小 した 形 で 発 表 され た 。 も との 手
稿 には な お つ ぎの よ うな文 章 が 続 い てい る 。 『こ こ(氷 山の そ び え た つ地 方)の
ほ うが 下 の 冬 の 大 地 よ り も暖 い の だ ろ うか 。 あ た り一 面 に 白氷 が そび え,私 の
トロ ッ コだ け が 唯 一 の 暗 色 だ 。 さ っ きまで は 高 い とこ ろに い たが,い まは 深 い
窪 地 にい る 。 山 々 を見 上 げ る と首 が は ず れ そ うだ 。 白 く凍 りつい た氷 の 平原,
それ を も う見 え な くな った ス ケ ー ター た ちの 軌 道 が幾 筋 も走 ってい る 。私 は小
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さな北 極犬 た ちの足 跡 を追 ってい くが,つ もった雪 は一 インチ もへ こまない 。
パ ケッに乗 ってい る意 味はな くな った。私 は降 りて,バ ケツを肩 にかつい で運
ぶ。た だ前進 あるのみ だ。飢 えた動物 よ,こ の道 は食 べ るこ とので きる糧 へ,
呼 吸ので きる空気へ,た とえ生 の向 こ う側 にある ものに もせ よ,自 由な道へ通
じてい るの だ。偉丈 夫の将軍 よ,あ な たは群衆 を導 く。雪に埋 ま った峠道は,
あなた をほか に しては何人 も見 つ けだす こ とはで きない。 その 山道 を絶 望 した
人 々の先導 となれ 。だが,あ なたに その力 を与 え るのは誰 なの か。あなたに明
視 を与え る者。』カ フカが この 作品 を 『プ ラハ新 聞』に発 表す る際,以 上の よう
な あとに続 く部分 を断念 した こ とは理解 で きそ うな気がす る。つ ま り,こ こで
は 「形象」で は な く,r説 明」 が前面に 出す ぎて しまってい るためでは ないだ
ろ うか。 それに よる不統一 を嫌 った ものの よ うに思 われ る。だ が,こ の最後 ま
で を読んで くれば,バ ケツ騎手 は,お かみ に よる追放 とい う悲劇 的な側面 と同
時に,「 食 べ るこ とので きる糧」「呼吸ので きる空気」「自由な道」 へ の移住 と
い う,積 極 的,肯 定 的 な側面 を も知 るこ とがで きるの だ。
ミ
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,,DerJagerGracchus``und,,DerKUbelreiter"
HidetoshiYoshino
VieleGestalteninKafkasErztihlungensindaufdemZ、vischenbereichzwischen
L・b・n・ndT・dangesi・d・lt・Alszw・iseh「d・utii・h・B・i・pi・1・d・fU・k・nm・n
wohl,,DerJ註gerGracchus``und,,DerGruftwachter"nennen。Aberauchim
,,K曲elreiter",derwegendesmarchenhaftenCharaktersnichtsoernstwie
diesezweiErzahlungenerscheint,istdieHauptpersoninderselbenschlimmeri
Situation.Hierversucheichden,,JagerGracchus　 undden,,Kubelreiter"zu
verglelchenundeinlgegemeinsamePunkteherauszuziehen.Dabeifasseich
naturlichauch,,DerGruftwachter"und,,FragmentzumJagerGracchus"ins
Auge.'
,,Der・JagerGracchus"und,,DerKubelreiter"sindbeideKurzgeschichten,
dienichteinmalsiebenSeitenz員hlen,undinderfastgleichenZeit,Anfang
1917,entstanden.
(1)Dieerz註hlendeEinleitung
ZuBeginnder'GeschichtesklzziertKafkadasallt員glicheLebeninRiva,einem
kleinensttdlichenHafen;zweispielendeKnabenaufdemQuaimauer,einen
zeitunglesendenMannaufdenStufeneinesDenkmals,einMadchenamBrunnen
u.s.w.EinigeGestalten,imTypesehrunterschiedlich,weTdenhier,ohne
Verknupfunganeinandergereiht,"undmiteinigenHafenbauteninBeziehung
gebracht:Kafkaw"lnic厩allesausf喚hrlichschildern,sondernreduziertauf
dasnurunbedingtNotwendige.
UnddermehrmaligeGebraucbderZustandsverben(z.B.sit2『11,spielen
Iesen,fttllen,1iegen…)machtdieseAnfangsszenebesondersstatisch.
Indererz菖hlendenEinleitungdes,,KUbelreiters"erw菖hntderIch-Er2tihler
einigeGegenst目ndeseinesRaumes,umdieLage,inderersichbefindet,zu
ze逗enlkohle,K曲e1,Schaufel,Ofen,Zimmer,BljumevordemFensterund
Himmel.Sowohlhierirri,,KUbelreiter",a1Sdortim,,Gracchus``,kannma㎡
dieAbsichtdesAutorsfinden,GegensttindederSchilderungunddieda拠
n6tigenW6rteraufeinMinimumzureduzieren,unddadurchdieLagedieses
Ichsm6glichstzuvergegenwtirtigen.
HierbestehtjederSatzaus・SubstantivenundAdjektivenaUein;alleVerben
sindausgelassen.Umsost員rker曲tderfo玉gende,erstevollsttindigeSa口
seineWirkungaus:"IchmuBKohlehaben."・Dasistseineentscheidende
Anfangssituation..「 ・.・
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(2)DieKreuzungderzweifremdenWelten
Daentstehtmitder,heranschwebenden・BarkedesJagersBewegung.Die
Barkefahrt、wiemanspaterversteht,mitdemtotenJagerewigzwischenden
SphirendesLebensunddesTodesumher.DerEinbruchdesFremdenindie
alltaglicheWeltwirdvollkommenerrelchtdurchdenVergleichssatz:,,alswerde
sie(=dieBarke)曲erdemWassergetragen."DieLeuteim}lafenzeigenaber
ftirdieAnk6mmlingekeineIntetesse.Durchdiedreimaljge皿Wiederholungen
desWortes,,niemand"zeigtsichschonhier,,dietotaleBeziehungslosigkeitvon
JagerundWelt.":"… …tratniemandheran,nieinandrichteteeineFrageansie,
nietna〃dsahsiegenaueran."
DertoteJtigerbrichtindi ,ealltaglicheWeltein,dagegenscheintdasfrierende
Ichausderal崩glichenWeltlndieFremdezuentrinnen.Jedenfallskreuzep
sichhierzweifremdeWelten.Wjeschongesehen,mildertderVergleichssatz
denSchockdieserKreuzung,damitmanihnfastnichtbemerk仁Auchim
,,KUbelreiter"m目dertsichder、SchockdurchdenmerkwUrdigenSatz:,,… …unten
abersteigtmeinKUbelauf,prachtig,prachtig;Kamele,niedrigam .Boden
hingelagert,steigen,sichschUttelndunterdemStockdesFuhrers,nichtsch6ner
auf."DerI(曲elverwandeltsichineinReittier.SoistdasFahrzeug, .mitdem
IchindiefremdeWeltfahrenkann,unbemerktundsehrnatUrlichvorbereitet.
(3)DieHilfesuche・.'、,
,,DasToroben"bedeutetfurdenJ笥gereineEr拓sung.Abergleichzeitigist
esaucheineandereErl6sung,sichimIrdischenniederzulasse皿.Desllalbbittet
erdenBurgermeisterumeineUnterredung.Sobeginnendiemerkwurdigen
GesprachezwischendemTotenunddemLebenden.ObwohlderBUrgermeister
,,Salvatore"(derEr16ser)hei趾,sindseineAu3erungenimmervorsichtig:,,er
ziehtseineeigengpersonm6glichsthinterdieschUtzendeFassadeseinesA斑es
zuruck``(HoneggerS・106)DerJagersch・eintseinersCitsdieGefahrlichkei1
seinereigenellExistenzweisegqteinzusehen.ZWarerzahlterUberseine
Vergangenheit,aberverlangtnichtsvomBUrgermeister.DieGesprache,die
mitderbescheidenenFrage:,,GlaubenSie,Herr .BUrgermeister,daBichin耳iva
bleibe皿sol1?(tbegonnenhabe叫enden,aufdieFr孕geSeinesGesprachspartners
!,UndnungedenkenSiebeiunsinRivazubleiben?``unddieAntwort .,,Ich
gedenkenicht.　 .
Weil,,ichdoChnichterfrierendarf",muOIchauch,wiederJtigerbeim
BUrgermeister,,beirnKohlenhandlerHilfesuchen,,,ichdarfdoch・nichterfrieren;
hintermirdererbarnlungsloseOfen,vonmirderHimmeiebenso,infolgedessen
muBiChscharfzwischendurchreitenundinderMittebeim・KohlenhlindlerHilfe
suchen.``、...,..'.、.
・-38一
(4)DietopographischeLage.
DietopographischeLage,,,derOfenhintermir``,,,derIlimmelvormir"und
"derKohlenh証ndlcrinderMitte``,gleichtderdes,,JagerGracchus."
DerJagerist,,immeraufdergroBenTreppe,diehinauffUhrt"undtreibヒ
sichzwischendemTorobenundirgendeinemirdischenGewlisserherum.Die
StadtRiva,diefUTihneineEr16sungbedeutet,scheintdazwischenzuliegen,
weil.derSchluBsatzlautet:"er(=seinKahn)fahrtmitdemWjnd,deriltden
unterstenRegionendesTodesblast."
(5)DieBemUhungumdieErreichungdesZielest
IndenbeidenGeschichtenbildetderDialogzw三schendemHilfesuchenden
unddemHilfeersUchtendenIlauptteil.derErztihlung.DerKUbelrelterversuc批
alleMittelundWege,umKohlezubekommen:"erreduziertumderErreichung
seinesZieleswi11enseineBitteumKohleaufeinMinimumsowohlanQuantitAt
alsauchanQualitat:,seinwenigKohle　 ;,,umeineSchaufelvollbitteich``;
,,eineSchaufelvonderschlechtesten(2ma1)({(Scholz'S.22)
Dagegenbem曲tsichderJagerscheinbarWeniger,sichinRi∨aniederzulassen.
EshatgutenGrunddazu:ertreibtsichschon,,seitJahrhunderten"umher
undsiehtalsoseineeigeneLagegutein.Dennochgestehter:,,DasweiB.ich●
undschreiealsonicht,umHilfeherbeizurufen,selbstwennichinAugenblicken
unbeherrschtwieichbin,zulnBeispielgeradejetzt-一 －sehrstarkdaran
denke."Darausverstehtman,selbs亡imJageristderhei8eWunschnoch
nichterヨ6schちsichzuer16sen.DasGcfUhl,daser'angesichtsdesscheinbarvor
AugenliegendenZieleshat,istnichtsanderesalsdasdesKUbelreiters.
(6)DieHaltungdesB直rgermeistersundderI<ohlenhandlerin
DerB口rgermeisterempfangtdenJ蓋gerh6fiich,abererwi1臼berdieBefugnis
seinesAmtesnichthinausgehen,ob迎hlerselnenWunschgutkennt.Erstellt
zweimaldieselbeFrage,umsichzuuberzeugen,obderJagerwirklichtotist:
,,SindSietot?`cund,,SiellabenkeinenTeilanjenseits～``Denn,,einem
TotenscheinterdenAufenthaltnichterlaubenzuk6nnen."(KraftS.184)Er
denktandasWohlunddieFriedlichkeitdesBUrgers,weilihnenderAufenthalt
desTotenAngstundUnordnungbringenkann.
AuchdieKohlenh酋ndlerinsiehtsichcrzurnnaheschwebendellKUbelreiter
hinaufundh6rtseinenHilferuf;sieweiBauchsei皿enWunsch.DerGrund,daB
sieseinenWunschnichterfttllt,liegtdarin,daBsieauchseinenRuf:"Ich
bezahlesienatttrlichvol1,abernichtgleich,nichtgleich.t(geh6rthat,Einem
Kunden,derkeinGeldbeisichhat,scheintsiekeineKohleverkaufenzuk6nnen.
DasgeschiehtausdemselbenGrundewiederdesBlirgermeisters.
UndihrVorwand,ihrengutenMann,derumdesKundenw川endieTreppe
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hinaufgehenwill,zumHaltenzuzwingen,1autet:,,Erinneredichandeinen
schwerenHustenheutenacht.AberfttreinGeschaftundseiesauchnurein
eingebildetes,vergi6tduFrauundKindundopferstdeineLungen.　 Hiernimmt
sie"Fr飢1undKind"zumVorwand.WasderBUrgerftirdenBttrgermeister
bedeutet,sindFrauundI〈indfUrdenKohlenhtindler.istesnichtmδglich,
imBitrgermeisterdenb6senWillenzusehen?Esscheintmir,daBerdiegute
Se三tedesKohlenhnndlersunddleb6sedessenFraugleichzeitigbesitzt.
(7)DieScbluBstelle
DerSchluBsatzderbeidenErzahlunge血istnichtnurindenBildern昼hnlich,
so皿dernauchinderAuswahldesWortesgleich.Derelne,,steigtindieRegionen
derEisgebirge"undderandere,,fahrtmitdemWind,derindenuntersten
Regionend'esTodesblljst.　 DiebeidenFahrzeuge,derKahnundderKube1,
habendiesgemeinsam.sDieserhatkeineWiderstandskraftundistsoleicht,
daBerdurcheineFrauenschttrzeweggeblasenwird.Jener,,istohneSteuer".
und"fahrtmitdemWind."Unddiebeidenkehreneinfttrallema1皿iewieder,
WiederKahngegendenWindnichtfahrenkann,sokannderK曲elauch
gegelldieFrauenschtirzenichtfliegen.DennalteFrauenoderihreSchUrzenin、
KafkasErztihlungen(z.Bjm・,,ProzeB``undinden,,Ftirsprechern``)haben
un曲erwindbareMachtigkeit.
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